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の国際比較神話学シンポジウム〈天空遊行―天への道　Le Voyage vers le ciel〉が京都の花
園大学で行われた。筆者は研究分担者として，フランス人研究者らの発表の司会をすると同
時に，表題の神話・伝承を簡潔に紹介した。本論はその口頭発表をさらに発展させたもので
ある。
（２）『伯州羽衣伝説資料』野津龍編　2002年など。
（３） たとえば「天人女房」というタイトルで，このように話は始まりおわる。「倉吉の耳という
所に，耳の六兵衛という人がおって，こういう話を伝えておったがや。昔，今でいえば東郷
町あたりの猟師が山へ猟をしに行っただって。大きな湖のほとりまで来たところが，とても
ええ匂いがしてきた。（・・・）二人は笛や太鼓を持ってきて，その山のてっぺんで，お母
さんに聞こえるようにって，笛を吹いて，太鼓を打ち鳴らしただってなあ。今でも打吹山ち
ゅうて名付けとるのはそういうわけがあるからだって。
で，その東の方にある羽衣石山（うえしやま）ちゅう山は猟師が羽衣を隠した山だそうだが
やあ。」（『鳥取の民話』，稲田和子編著，未来社，1976年）
或いはまた「羽衣石（うえし）山の天女」においては，「昔，一人の百姓が，東伯郡東郷町
の羽衣石山の近くを過ぎようとすると，大きな岩の上に見も知らぬ美しい衣が干してあった。
（・・・）今でも，この山を打吹山と呼ぶのは，その昔，天女の子どもが，山上で母を慕っ
て一生懸命太鼓を打ち，笛を吹いたことによるといわれる。」（『因幡伯耆の伝説』，野津龍編
著，第一法規，1975年）
（４）第十七回国民文化祭・とっとり2002 羽衣伝説フェスティバル参考資料　『伯州羽衣伝説資
料―付日本三大羽衣伝説』野津龍編　倉吉市・東郷町実行委員会発行，2002年10月１日。そ
の秋，私は海外出張中で不在であった。興味深いシンポジウムを直接聴けなかったのは大変
残念に思う。
（５）水野祐　『羽衣伝説の探求』：著者は北海道のアイヌ伝説も採り入れている。また伯耆では
ないが『出雲国風土記』から，貝がウグイス（法吉鳥）に化して飛んでいき，法吉郷に鎮ま
ったとう話を記しているが，同時に次のように言っている。「『出雲国風土記』には，羽衣伝
説，また白鳥についての伝説はみえない。出雲は白鳥の飛来地であるにもかかわらず，奇妙
にそこにはこの伝承をみない。」pp.60-62。
（６）水野祐　『羽衣伝説の探求』。ここでは，ヴァリエーションとしてこの余呉湖の伝承が菅原道
真の出生の始祖伝説にもなっている。妹は蛇であった。
（７）『丹後みねやま羽衣伝説』， 京都府峰山町企画商工課発行， 1998年。
（８）『同書』所収。「逸文丹後風土記―奈具社―」に記されている話。
（９）水野祐 『羽衣伝説の探求』：神仙伝説の影響として考えられるのは，河内の羽曳野に伝わ
る伝説であり，ここでは若者と仙女とはじめから記されているので「神仙伝説」の影響を考
えることが出来ると著者は示唆する。とすればこの伝承は，余呉湖や丹後の伝承よりもずっ
と後の話ということになろうか。
（10）谷川健一　『青銅の神の足跡』第三章　最後のヤマトタケル：「『日本書紀』では大蛇となっ
ている。『源平盛衰記』には，この大蛇というのは胆吹（いぶき）大明社の法躰（ほったい）
227 鳥取大学地域学部紀要　第４巻　第２号（2007）
であるといっている。そしてスサノヲが八岐大蛇を退治して得た剣をアマテラスに献上する
と，大神はたいへんよろこんで，これは自分が天の岩戸に閉じこもったとき近江国の胆吹岳
に落ちた剣にちがいない，といったという話を記している。『日本書紀』によれば，その剣
はヤマトタケルのもっていた草薙（くさなぎ）剣でもある。（・・・）いずれにしても，こ
こには剣と蛇との関連がつよく示唆されている。」pp.144-148. 小学館ライブラリー，1995年。
（11）『塩冶高貞と南條氏追録』，河本英明編著，いなば庵発行，1994年。
（2007年10月５日受付，2007年10月15日受理）
